
１ 支援事業者：株式会社エムリンク夢ケア 

        事業内容 障がい者福祉事業、飲食事業（就労支援Ａ型） 

 

伴走型支援申請理由（課題） 

  事業所で製造・販売している「手作りごぼう茶」のパッケージやデザインの部分で、見

た目や魅せ方に関して課題を感じておりました。就労支援事業所の性格上、大量生産でき

る品ではないものの、市場の反応や可能性をリサーチしたいという思いもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伴走型支援の方向性 

  支援事業者の要望を踏まえ、アドバイザーがごぼう茶を試飲（食）したところ、想像以

上のごぼう感、風味、香りがあり、また、そのまま食べても美味しかったことから、以下

の方向性で伴走型支援を行うこととしました。 

 

① 既存のごぼう茶は、手を加えずにそのまま残し、販売する 

② 別路線の商品「ごぼうチップス」として展開する 

 

 

 

 



アドバイザーの支援内容 

① ごぼうチップスのネーミングの検討 

・現状把握と市場調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 



   ●ネーミング 

    Ａ案 オホーツク焙煎ごぼうチップス 

    Ｂ案 モグモグごんぼ 

    Ｃ案 手作りごぼうクリスプ 

 

    の３案の中から、支援事業者の従業員にも参考意見を聞き、 

    Ｂ案の「モグモグごんぼ」に決定 

 

② ロゴデザイン、パッケージデザインの提案 

 

の３案の中から、支援事業者の従業員にも参考意見を聞き、Ａ案に決定 

 

③ 東京での商談会に出展 

 
支援事業者にアドバイザーが同行し、商談会に出展。好評でしたが、同時に 

流通関係のバイヤー等から貴重なアドバイスも多数いただきました。 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 今後の「モグモグごんぼ」のプロモーション展開について提案 

 
 

 

 

 

 

 



伴走型支援事業に参加して 

  商品の魅力を言語化し、デザインに落とし込む過程で、ブランドの物語性をどう伝える

かが重要であると感じました。コピーライティングとデザインの専門家の伴走を通じ、タ

ーゲット層の感情に寄り添う視点や、デザインの裏にある戦略的意図を学べたことが印象

的でした。 

 

この事業を通じた「魅力ある雇用の創出」について 

  商品やブランドの価値を高めることで、販路拡大や売上向上につながる可能性を具体

的にイメージできるようになりました。商品力が高まることで事業の持続性が強化され、

新たな業務や役割が生まれ、雇用の創出・拡大につながると考えています。 

伴走型支援がスタートしてから、指導員４名を採用したほか、Ａ型勤務者も採用してい

ます。 

 

 

株式会社エムリンク夢ケア 代表取締役 児玉 公徳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


